
 
 

 
平 成 2 9 年 1 1 月 2 2 日 

国土交通省 東北地方整備局 

 

平成 29 年度 モデル「道の駅」（地域交通拠点部門）の認定について 

～東北では、宮城県石巻市
いしのまきし

の道の駅「 上 品
じょうぼん

の郷
さと

」～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 平成 29 年度 モデル「道の駅」地域交通拠点部門 

・ 道の駅「上品
じょうぼん

の郷
さと

」（宮城県石巻市
いしのまきし

） 

 

○ 認定された「道の駅」は、全国の「道の駅」からの視察及び講師の要請に 

対応するなど、「道の駅」の質的向上に貢献する役割を担います。 

 

○ 詳細は以下のホームページにも掲載しています 

http://www.mlit.go.jp/road/Michi-no-Eki/index.html 

 

 

＜発表記者会： 宮城県政記者会、東北電力記者会、東北専門記者会＞ 

＜問い合わせ先＞ 

    国土交通省 東北地方整備局 道路部 電話：０２２－２２５－２１７１（代表） 

           交通対策課 課長 赤坂
あかさか

 浩
ひろし

 （内線：４５１１） 

 

記者発表資料 

「道の駅」は、平成５年の制度創設以来、現在までに全国で１，１３４箇所に広がり、

地方創生を具体的に実現していくための極めて有力な手段として、その重要性が高まっ

ています。 

国土交通省では、「道の駅」の質的向上に向けた取組として、全国各地の「道の駅」の

模範となって質的向上に寄与する“特定テーマ型モデル「道の駅」”の取組を昨年度から

実施しているところです。 

今年度は、“地域交通拠点”をテーマとして募集し、有識者懇談会における審議・

選定を経て、７箇所を認定し、東北では宮城県石巻市の道の駅「上品の郷」が認定

されましたので、お知らせします。 
 

 



○ 地方創生を具体的に実現していくための極めて有力な手段として、「道の駅」

の重要性が高まっている。 

○ 全国各地の「道の駅」の模範となって広く周知することで、質的向上に寄与 

○ 「道の駅」が有する個々の「機能」が異なる点を踏まえ、模範性を高めるため

に、テーマ（部門）を設定 

○ 平成2９年度は、テーマ（部門）として“地域交通拠点”を設定 

特定テーマ型モデル「道の駅｣の概要 

モデル「道の駅」の募集 

内容の確認 

「道の駅」有識者懇談会での審議・選定 

（認定の流れ） 

国土交通大臣による認定 

認定証授与式 

         「道の駅」有識者懇談会 
 
  委員長：石田 東生 
 

       楓  千里 
 

              篠原  靖 
 

              根岸 裕孝 
 

              山田 知子 

(株)ＪＴＢパブリッシング 
取締役 法人情報事業部長 

筑波大学大学院 
特命教授 

跡見学園女子大学 
マネジメント学部准教授 

宮崎大学 
地域資源創成学部准教授 

（敬称略・五十音順） 

比治山大学 
現代文化学部教授 

中山間地域及びその周辺地域において、「道の駅」が公共交通モード間の接続拠点となっており、
接続機能向上の取組により、現時点で地域住民の生活の足の確保に資する成果をあげているもの 

   平成29年度 モデル「道の駅」（地域交通拠点部門） 
国土交通大臣認定 

デマンドバス 
〈支線交通〉 

道の駅（接続拠点） 

コミュニティバス 
〈支線交通〉 

集落 
（郊外部） 

集落 
（山間部） 

集落 
（山間部） 

病院 
役場 

路線バス 
〈幹線交通〉 

（対象イメージ） 



東北地方整備局管内 平成29年度住民サービス部門モデル
「道の駅」認定 位置図 



 宮城県石巻市 道の駅「上品の郷」 

乗継利便性向上の取組 

地域住民の足の確保 

平成１６年度開駅 

○ 市の総合交通戦略において、道の駅を交通拠点に位置付け。仮設住宅ルートも追加し、被災者を支援。 
○ 民間バス事業者との連携により、バス停を道の駅内（待合所前）に移設し、乗継利便性を向上。 

市郊外部 道
の
駅 

市中心部  路線バス 

◆民間バス事業者との連携による 
     路線バス停留所の移設 

道の駅外 
（国道45号沿い） 

道の駅内 
（待合所前） 

◆ 待合所が高齢者の 
  憩いの場に 

いしのまき じょうぼん さと 

移
設 

住民バス 
赤十字病院 

大型商業施設 
鉄道駅 等 

河北地区 
桃生地区 等 

【㈱ﾐﾔｺｰﾊﾞｽ】 

◆ 路線バスの縮小に伴い、地域住民の代表者で組織する
住民バス運行協議会が住民バスの運行を開始。 

◆ 東日本大震災後に、仮設住宅路線を新設。 
◆ 「石巻市総合交通戦略」で、道の駅を交通拠点に位置付け 
◆ 河北地区住民アンケート（回答の約７割が６０代） 
  ・ 住民バス利用の約５割が「通院目的」。 
  ・ 約８割が「道の駅」を拠点とした現在の運行形態でよいと回答 

  ・ 住民バスの支持率も約９割と高い。 
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宮城県 

石巻市 
 人口 約147千人 
 面積 約555k㎡ 

 

       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       
       

【凡例】 

     ： 路線バス（ミヤコーバス） 
     ： 住民バス（仮設住宅線） 
     ： 住民バス（北上地区） 
     ： 住民バス（雄勝地区） 
     ： 住民バス（桃生上品線） 
     ： 住民バス（大谷地第１） 
     ： 住民バス（大谷地第２） 
     ： 住民バス（飯野川第１） 
     ： 住民バス（飯野川第２） 
     ： 住民バス（二俣地第１） 
     ： 住民バス（二俣地第２） 
     ： 住民バス（大川第１） 
     ： 住民バス（大川第２） 
     ： 仮設住宅団地 
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